
◎   ∠ノ

ベ
ゴ
ッ
こ
の
放
牧
始
ま
る

牛
の
放
牧
は
十
日
か
ら
三
日
間
、
　

　

飼

い
主
に
引
か
れ
て
勢
ぞ
ろ

い

実
取
、
岩
井
、
脇
元
の
放
牧
場
で
　
　
し
た
牛
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
の

行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
員
が

一
頭

一
頭
念
人
に
検
査
、

伝
染
病
の
予
防
注
射
や
採
血
　
な

ど
き
び
し
い
チ
ェ
ッ
ク
。
冬
か
ら

春
に
か
け
て
生
れ
た
子
牛
も
体
重

計
に
乗
せ
ら
れ
．、
鼻
紋
を
と

っ
て

初
登
録
し
ま
し
た
。
放
牧
さ
れ
た

牛
は
十
月
ま
で
広
々
と
し
た
草
原

で
の
ん
び
り
過
し
ま
す
。
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広報しうら ②

集
団
転
作
を
ス
ム
ー
ズ
に

水
田
利
用
再
編
対
策
互
助
会
を
設
立

「水
田
利
用
再
編
対
策
」
は
五
十
三
年
度
か
ら
十
力
年
に
わ
た

り
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
村
で
は
す
で
に
農
家
に
対
す
る
説
明
会
を

終
え
、
四
月
十
八
日

「水
田
利
用
用
再
編
対
策
互
助
会
」
を
設
立
。

集
団
転
作
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
相
互
互
助
方
式
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
米
の

生
産
を
今
ま
で
よ
り
強
く
抑
え
、

代
わ
り
に
も

っ
と
伸
ば
す
べ
き
作

物
の
生
産
を
促
進
し
、
市
浦
村
の

農
業
の
生
産
構
造
を
再
編
成
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
今
年
度

の
目
標
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、

六
五

・
九
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

集
団
転
作
に
よ
る
も
の
が
六
四

・

八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な

っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
転
作
の
配
分
を
受

け
た
農
家
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
転
作

し
ょ
う
と
し
て
も
用
排
水
の
関
係

で
転
作
で
き
な
い
な
ど
の
特
殊
事

情
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

問
題
を
地
域
ぐ
る
み
で
話
し
合

い
、

カ
バ
ー
し
合

っ
て
い
こ
う
と
互
助

会
が
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

互
助
会
の
設
立
総
会
は
基
幹
集

互助会の設立総代会は、農家相互の利益をはかろうと、

32人 が出席 して行われました。

ことしの農業労賃が

決まりました

―

剣
ヾ

―

落
セ
ン
タ
ー
に
二
十
二
人
の
総
代

が
集
ま

っ
て
行
わ
れ
、
規
約
を
審

議
し
た
あ
と
、
実
施
計
画
、
収
支

予
算
な
ど
を
承
認
し
、
役
員
を
次

の
と
お
り
決
め
ま
し
た
。

会
長
に
青
山
又

一
さ
ん

□
会
長
　
青
山
又
一　
□
副
会

長
　
一二
浦
竹
磨
　
藤
田
礼
造
　
□

理
事
　
一二
和
久
　
秋
田
谷
久
助

奈
良
正
勝
　
山
田
悦
雄
　
浜
田
熊

太
郎
　
市
浦
村
農
協
　
□
監
事

下
山
福
好
　
村
元
清
蔵
　
白
川
浅

次
郎

今
年
の
農
業
標
準
賃
金
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
お
互
い
に
決
め
ら
れ
た
賃
金
を
守
っ
て
安
定
し
た
農
業
経
営
を
進
め
て
下
さ
い
。

□昭和 53年 度転作実施計画

作 基  準 賃 金



③ 広報しうら

自分の健康は 自分で守ろう

国保健康優良家庭を表彰

村
で
は

「村
民

健
康
会
議
」
の
席

１１
、
昭
和
五
十
・
．

年
度
の
国
民
健
康

一
　

保
険
優
良
家
庭
を

用
　彰っ暉却曖〔「表

協

　
　
表
彰
を
受
け
た

血
　
か
た
は
、
国
保
に

蹴

　
枷
は
、
】
い
』
制

医
療
機
関
を
利
用

せ
ず
、
し
か
も
、

保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
献
血
協
力
者
に

つ
い
て
も
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
該
当
者
は
昭
和
五
十
二
年
度

ま
で
に
十
回
以
上
、
十
五
回
、
二

十
回
等
五
回
き
ざ
み
に
献
血
回
数

の
多
い
か
た
で
す
。

国
保
健
康
優
良

家
庭
表
彰
者

□

一
年
間
　
飯
島
キ
ヌ
ョ
　
奈

良
政
守
　
一二
和
有
敏
　
士口
田
金
次

郎
　
士
口
田
良
治
　
一二
浦
貞
夫
　
山

内
憲
夫

（
以
上
相
内
）
工
藤
石
松

奈
良
喜
八
郎
　
植
野
喜
代
美

（

以
上
太
田
）
宮
川
精

一　

小
寺
繁

則
　
竹
谷
嘉
太
郎
　
山
田
勝
弥

櫛
引
兼
登
志
　
工
藤
貞
二
　
成
田

ト
シ
　
宮
本
キ
ミ
　
成
田
隆
広

葛
西
金
太
郎

（
以
Ｌ
脇
元
）
藤
田

表
彰
さ
れ
た

献
血
協
力
者

０
２２
回
　
丸
山
与
七

（大
田
）

０
２．
回
　
相
坂
ト
シ
ェ

（十
三
）

０
２０
回
　
一二
和
尋
子
、
吉
田
と

め

（相
内
）

０
１６
回
　
桑
野
ミ

ナ

（脇
元
）

０
１３
回
　
櫛
引
智

子

（脇
元
）

Ｏ
Ｈ
回
　
棟
方
ミ

ナ

（十
．二
一
　

奈
良
源
悦
、
市
川

忠
司

（相
内
）

ｏ
ｌＯ
回
　
中
島

成
雄
、
中
島
八
重
、
堀
川
ト
ョ

（

十
二
）

竹
谷
兼
光
、
成
田
み
さ

子

⌒脇
元
）

田
中
ツ
セ
、
成
田

ト
サ

（磯
松
）

野
呂
初
雄
、
秋

田
谷
勇
雄
、
安
保
貞
栄

（相
内
）

環
境
衛
生
に
も
積
極
姿
勢
で
―

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
―
と
第
六
回
村
民
健
康
会
議

は
四
月
二
十

一
日
、
相
内
児
童
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
村
民
百
八
十
人
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛

り
上
り
を
見

せ
、
昨
年

の
会
議

で
確
認

さ
れ
た

″
住
民
主
体

で

草

の
根
健
康
運
動

″
を
合

い
言
葉

に
①

自
分

の
健
康

は
自
分
で

守

る
②

自
分
た
ち
の
環
境
は
自
主
清
掃
で
、
と
終
始
活
発
な
意

見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
午
前
中
は
長
沢

一
磨
県

立
中
央
病
院
産
婦
人
科
部
長
の

「

ガ
ン
は
ほ
ん
と
う
に
治
る
か
」
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
臨
床

で
得
た
生
々
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
使

い
ガ
ン
の
恐
し
さ
と
早
期
発
見
早

期
治
療
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
、

ガ
ン
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
治
る
と
い

う
話
に
深

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま

午
後
か
ら
の
分
科
会
や
全
体
会

議
で
は
ガ
ン
死
亡
が
前
年
の
三
分

の

一
に
減
少
し
た
こ
と
、
保
健
医

学
研
究
活
動
を
行

っ
て
い
る
十
二

地
区
の
高
血
圧
者
の
割
合
が
四
年

前
に
比
べ
て
半
分
に
低
下
し
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
小

。
中
学
生
の
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

が
虫
歯
に
か
か

っ
て
い
る
問
題
、

診
療
所
の
利
用
率
が
低
く
経
営
赤

字
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
今

後
の
課
題
と
し
て
話
し
合
わ
れ
ま

ま
た
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
は

①
家
庭
ゴ
ミ
の
自
家
処
理
の
た
め

毎
戸
に
簡
易
焼
却
炉
を
普
及
す
る

②
住
民
組
織
の
連
絡
を
は
か
っ
て

部
落
清
掃
や
海
岸
清
掃
を
徹
底
し

て
行
い
、
そ
の
実
績
を
基
礎
に
昭

和
五
十
四
年
度
に
は

「環
境
美
化

宣
言
の
村
」
と
し
て
村
内
外
の
人

達
に
環
境
美
化
意
識
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「環
境
美
化
宣
言
の
村
」

予

備

宣

言

を

決

議

こ
の
た
め
、
健
康
会
議
で
は
今

年
を
そ
の
足
場
づ
く
り
に
あ
て
る

こ
と
に
し

「環
境
美
化
宣
言
の
村
」

の
予
備
宣
言
を
全
員

一
致
で
決
め

な
お
、
村
側
か
ら
は
五
十
二
年

度
の
新
し
い
事
業
と
し
て

一
歳
六

カ
月
児
検
診

（年
四
回
）
、
四
十

二
歳
の
厄
年
検
診

（簡
易
人
間
ド

ツ
ク

一
万
六
千
円
全
額
負
担
）
、

簡
易
焼
却
炉
補
助
事
業
を
ど
を
実

施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
村
民

の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⌒写
真
は
百
八
十
人
が
集
ま
っ
て

こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上
り
を
見

せ
た
健
康
会
議
場
）

一．浦
金

ｌ
浦

モ
ト

中
島
直
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相内。三浦美智男

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
な
ど

三
カ
国
を
訪
間

今
回
の
青
年
の
船
は
、
第
十

一

回
目
の
事
業
で
あ
る
。
訪
問
国
は
、

ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の

三
カ
国

で
し
た
。
間
宮
団
長
は

じ
め
団
員
三
百
九
名
、
管
理
部
、

教
官
を
入
れ
る
と
総
員
三
百
七
十

九
名
で
し
た
。　
一
月
二
十
四
日
、

東
京
代
々
本
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記

念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
全
員
集
合
。

八
月
の
御
殿
場
⌒静
岡
）
で
の

一
週

1月 27日 東京・晴海ふ頭で盛大に

出航式が行われました。

―

館
ヾ

―

・間
の
研
修
を
行
な
っ
て
来
た
の
で
、

ど
の
人
を
見
て
も
な
つ
か
し
い
顔

ば̈
か
り
で
す
。
こ
こ
の
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
は
、
二
十
六
日
ま
で
出

航
前
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
初
め
て
の
外
国
青
年
と
知

研
修
で
東
宮
御
所
ヘ

私
達
五
班
に
加
わ
っ
た
の
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
来
た
、

い
う
名
の
背
の
高

い
Ｏ
Ｍ
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
研
修
期
間
中
、
五
班

代
表
と
し
て
ポ
ー
ル
と
二
人
で

一

生
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
所

へ
行

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
宮

伺
候
に
行

っ
て
来
た
の
で
す
。
東

宮
御
所
で
皇
太
子
殿
下
、
美
智
子

妃
殿
下
と
話
を
し
て
来
た
の
は
夢

の
よ
う
で
し
た
。
約

一
時
間
位
の

間
で
し
た
が
、
非
常
に
長
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
て
も
ダ
メ
、

船五断いに出奮？れる　　　〔蜻驚］一噸剌出＝動に崚̈

初
め
て
の
船
内
生
活
が
今
か
ら

は
じ
ま

っ
た
¨
私
の
キ
ャ
ヒ

′
は
、

四
人
部
屋
で
皆
ん
な
い
い
人
ば
か

で
決
め
た
り
、
荷
物
を
整
理
し
落

着

い
た
と
た
ん
、
私
を
襲

っ
た
も

の
は
、
船
酔

い
で
し
た
‐ぅ
乗
物
に

弱

い
私
は
、
出
航
し
て
．二
時
間
位

で
も
う
酔

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
．

海
は
静
か
だ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

´
週
間
は
食
事
も
と
れ
な
い
状
態

で
し
た
‐
早
く
家
へ
帰
り
た
い
気

分
で
し
た
ゥ
あ
の
時
の
班
の
人
達

の
親
切
は

一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

出
航
し
て
か
ら
五
日
Ｈ
、
給
水
等

の
為
、
ガ
ア
ム
島

へ
一
日
停
泊
、

船
か
ら
降
リ
ガ
ア
ム
島
の
土
を
踏

ん
だ
ら
気
分
も
大
分
良
く
な
っ
て

来
ま
し
た
。
ガ
ア
ム
島
で
は
、
希

望
者
だ
け
、
恋
人
岬
、
ラ
ッ
テ
ス

ト
ー
ン
公
園
等
を
見
学
、
そ
し
て

二
十
分
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
。

私
も
せ
っ
か
く
来
た
の
だ
と
思

い

頭
が
痛
か
っ
た
け
ど
見
学
に
参
加

し
ま
し
た
。
ガ
ア
ム
島
で
は
、
日

本
語
、
日
本
円
は
ど
こ
で
も
通
用

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
外
国

へ
米

た
ん
だ
と
い
う
意
識
は
、
全
然
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
月

一
ロ
ガ

ア
ム
島
出
港
。
二
月
四
日
午

‐ＩＦｉ

＾

時
四
十

一
分
赤
道
通
過
り
船
酔

い

の
研
修
は
、
　

般
教
養
、
訪
―１１１
国

事
情
、
英
会
話
、
体
育
レ
ク
な
ど

で
す
、、
授
業
は
、
　

日
た
時
間
、

そ
の
他
ク
ラ
ブ
活
動
が

一
時
間
で

す
ビ
ク
ラ
ブ
の
方
は
、
私
は
、
剣

道
部
に
入
り
ま
し
た
「

外
人
に
人
気
の
剣
道

を
出
発

の
首
都
キ

ャ
ン
ベ
ル
、
ホ
ル
ド
リ

ン
、
そ
し
て
メ
ル
ボ
ル
ン

ヘ
と
、

視
察

、
交
歓
会
等
を
行
な

い
な
が

ら
、
■
泊

．
日
の
陸
路
旅
行
を
終
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機
械
移
植
向
き
の
適
性
品
種
を

■
試
験
田
で
二
年
目
の
田
植
え

一　
　
異
常
気
象
の
時
で
も
平
年
作
を
確
保
で
き
る
稲
作
を
―
と
昨

一　
年
度
か
ら
三
ヵ
年
継
続
で
実
施
し
て
い
る
試
験
田
の
田
植
え
が
、

一　
今
年
も
五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

積
雪
寒
冷
地
帯
の
本
村
の
稲
作
　
　
シ
モ
キ
タ
」
を
主
体
に
、
手
植
え

は
、
こ
れ
ま
で
耐
冷
早
生
種
の

「　
　
に
よ
る
栽
培
技
術
が
定
着
し
て
い

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
労
力
不

足
な
ど
か
ら
機
械
植
え
が
多
く
な

り
、　
一
昨
年
の
冷
害
で
は
出
穂
の

遅
れ
に
よ
る
未
登
熟
や
イ
モ
チ
病

の
多
発
で
い
ち
じ
る
し
く
減
収
し

こ
の
た
め
村
で
は
、
異
常
気
象

下
で
も
平
年
作
を
確
保
で
き
る
機

械
植
え
向
き
の
適
性
品
種
を
見
え

出
す
た
め
、
昨
年
か
ら
三
ヵ
年
継

続
で
稲
作
改
善
試
験
を
行

っ
て
い

る
も
の
で
す
。

十
三
日
の
田
植
え
は
、
委
託
を

受
け
て
い
る
相
内
の
下
山
福
好
さ

ん
の
水
田
十
二
ア
ー
ル
に

「
シ
モ

キ
タ
」

「
ふ
系

一
〇
八
号
」
そ
れ

に
昨
年
の

「
ふ
系

一
〇
九
号
」
に

か
わ

っ
て

「
ふ
系

一
一
二
号
」
の

三
品
種
を
機
械
に
よ

っ
て
植
え
つ

試
験
田
は

「
た
い
肥
区
」
と

「

無
た
い
肥
区
」
に
分
け
、
そ
の
効

果
を
比
較
し
ま
す
が
、
試
験
に
あ

た

っ
て
は
金
木
地
区
農
改
善
及
所

と
農
協
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

夢管つ墓地清掃に汗流す

磯
松
老
人
ク
ラ
ブ
（村
元
富
弥
会
長
一

で
は
五
月
七
日
、
部
落
共
同
墓
地
の
清

掃
作
業
を
奉
仕
し
、
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
墓
地
清
掃
は
同
会
が
三
年
前
か

ら
毎
年
春
と
お
盆
の
二
同
行

っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
も
七
日
、
会
員
六
十
人

が
総
出
で
汚
れ
た
お
供
え
物
の
清
掃
や

草
む
し
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
祖
が
眠
る
お
墓
を
き
れ
い

に
す
る
の
は
年
寄
り
の
つ
と
め
―
と
、

全
会

一
致
で
年
間
の
事
業
に
組
み
入
れ
、

行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
春
彼
岸
の
あ
と
だ
け
に
お

供
え
物
が
散
ら
ば

っ
た
り
、
風
で
飛
ん

だ
供
花
な
ど
が
目
に
つ
き
、
お
年
寄
り

の
み
な
さ
ん
は
清
掃
に
汗
だ
く
で
し
た
。

き
れ

い
に
な

っ
た
墓
地
で
は
、
こ
れ

で
さ
っ
ぱ
り
し
た
―
と
笑

い
声
が
こ
だ

試験田の田植えは五月晴れの13日 行われました。

多いたばこ火の不始末

山火事の原因でもっとも多いのがたばこ

の投げ捨てです。次はたき火、マッチの燃

えさし、人入れ、子どもの火遊びの順で多

このように原因の95%が不注意と不始末

によって起 きています。山のルールを守り、

みんなの力で山火事をなくしましょう。

山火事をなくすには

□たき人のあと始末を完全に。

□自動車で山へ入るとき、走行中窓から

たばこのポイ投げはやめる。

□集団で山へ入るときは防火責任者を定

め人の始末を完全にする。

□火入れの許可はかならずとる。
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春
の
火
災
予
防
運
動
は
四
月
十
日
か
ら

十
六
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
消
防
署

で
は
期
間
中
の
四
月
十
三
日
、
中
学
生
二

人
を

「
一
日
消
防
士
」
に
任
命
。
火
災
予

防
に

一
役
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
一
日
消
防
士
」
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、

市
浦
中
三
年
の
大
間
裕
文
君
と
成
田
睦
子

さ
ん
で
、
二
人
は
こ
の
日
午
前
八
時
に
奈

良
忠
義
署
長
か
ら
辞
令
の
交
付
を
受
け
た

あ
と
、
消
防
や
救
急
業
務
全
般
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
き
、
実
際
に
放
水
訓
練
に
も

参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
人
は
中
里
町
に
あ
る
津
軽
北

部
の
消
防
本
部
庁
舎
も
見
学
し
、
消
防
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
行

っ
た
ほ
か
、

日
ご
ろ
の
消
防
活
動
に
つ
い
て
の
感
想
文

も
ま
と
め
、　
三

日
消
防
士
」
の
任
務
を

終
え
ま
し
た
。

消
防
車
の
前
で
大
間
君
と
成
田
さ
ん
（上
）
と
放
水
訓
線
を
す
る
二
人

（下
）

―
ヽ
尋

―

火
災
予
防
に
新
た
な
認
識

市
雪

一年

大

間

裕

文

大間君と成田さん

生
れ
て
初
め
て
消
防
署
を
見
学

消
防
車
は
消
防
署
の
花
形
ス
タ

ー
な
ら
、
救
急
車
は
裏
で
活
躍
す

る
裏
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
実
用
性
に
た
け
て
い
る
自
動

車
で
、
い
ま
人
気
の
あ
る
ス
ー
パ

ー
カ
ー
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
そ

の
消
防
車
と
立
派
な
消
防
士
が
私

達
の
生
命
と
財
産
を
守

っ
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
、
改
め
て
消
防
署

の
役
割
の
重
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は

「
一
日
消
防
士
」
と
し
て

消
防
署
員
の
日
課
、
心
得
、
ふ
だ

ん
の
生
活
を
見
て
、
火
災
予
防
に

対
す
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

署
員
の
み
な
さ
ん
は
、
消
防
の

任
務
を
身
体
の

一
部
と
し
て
日
夜

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
私
も
こ
れ

か
ら
は
火
に
対
し
て
、
細
心
の
注

意
を
は
ら
っ
て
行
き
た
い
と
思

っ

「
一
日
消
防
士
」
に
な

っ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

キ
ビ
キ
ビ
し
た
朝

の
点
呼

市
浦
中
一一一年

　

成

　

田

　

睦

　

子

見
る
も
の
、
聞
く
も
の
す
べ
て
　
　
　
「
一
日
消
防
士
」
と
し
て
勉
強

が
め
ず
ら
し
く
、
ま
た
便
利
に
で

　

し
た
こ
と
を
ム
ダ
に
せ
ず
、
こ
れ

き
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　
か
ら
は
自
分
で
も
、
他
人
が
き
ち

署
員
の
方
は
二
交
替
、
二
十
四

　

ん
と
や

っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
れ

時
間
勤
務
で
す
が
、
朝
の
点
呼
は

　

ば
注
意
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま

キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
て
い
か
に
も
消

　

す
。

防
士
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
そ
し
　

　

消
防
署
に
つ
い
て
は
日
ご
ろ
、

て
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
話
を

　

そ
れ
ほ
ど
関
心
を
も

っ
て
い
な
か

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
私
達
も
ふ
　
　
っ
た
私
で
し
た
が
、
こ
の
経
験
は

だ
ん
ち
ょ
っ
と
気
を

つ
け
る
こ
と

　

０」
れ
か
ら
の
日
常
生
活
に
大
き
く

に
よ

っ
て
、
火
災
は
い
く
ら
で
も

　

役
立

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

防
げ
る
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
す
ば
ら
し
い
一
日
で
し
た
。

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分

所
得
税
の
特
別
減
税
が
行
わ

れ
、
次
の
金
額
が
還
付
さ
れ

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本

人
は
六
千
円
、
控
除
対
象
配

偶
者
や
扶
養
親
族
は
一
人
に

つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し

た
金
額
で
す
。
た

日
し

　

だ
し
、
納
め
た
昭

士
み
　
和
五
十
二
年
分
の

」̈　̈
中一中一一一

の
　
な
り
ま
す
。

編悩　しかし、利子、配

崚駆　四純ぼ̈
向観”

山口　導わわ“れ「付

．
　
　
　
還
付
方
法
と
そ

猟π
　
の手
続
き
は
次
の

碑”　の〈とぃ一｝け｝ン

本
年
六
月

一
日

現
在
に
お
い
て
昨
年
と
同
じ

会
社
に
動
務
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
は
、
お
よ
そ
、
六

月
～
七
月
ご
ろ
、
賞
与
や
給

与
を
受
取
る
と
き
に
、
勤
務

先
か
ら
還
付
に
な
り
ま
す
。

（事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告

を
し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月

下
旬
ご
ろ
に
税
務
署
か
ら
還
付

を
受
け
ら
れ
る
金
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ

れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の

事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す

る
と
、
税
務
署
か
ら
還
付
金
の

支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に

よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（そ
の
他
〉

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で

納
め
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い

る
が
、
今
年
に
な

っ
て
五
月
末

ま
で
に
退
職
し
た
人
や
、
昨
年

中
途
で
退
職
し
た
な
ど
の
た
め
、

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
さ
れ

た
ま
ま
で
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
人
な
ど
は
、
税
務
署
ヘ

還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申

告
書
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受

る
こ
と
し
な

っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話

（〇

一
七
三
二
）

四
―
二

一
三
六
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津軽の先住民族

阿あ

曽そ

部ベ

族で

①

今
様
の
語
部
で
あ
る
私
に
は
、

古
代
を
現
代
に
藤
斑
す
る
可
能

性
が
き
わ
め
て
薄
い
け
れ
ど
も
、

古
代
の
に
お
い
あ
ふ
る
る
オ
セ

ド
ウ
の
丘
に
脚
っ
て
、
こ
の
安

日
長
髄
の
二
神
お
よ
び
山
の
神

の
霊
感
に
神
が
か
り
、
津
軽
に

お
け
る
先
住
の
民
に
つ
い
て
、

再
現
し
て
み
た
い
と
念
じ
ま
し

津
軽
の
最
古
代
人
…

「津
軽
に
ま
だ
人
が
住
ん
で

い
な
か
っ
た
頃
に
、
阿
曽
部
族

⌒
阿
蘇
辺
と
も
書
き
ま
す
ｏ
）

と
い
う

一
族
が
サ
ハ
ラ
ー
陸
が

果
て
な
い
大
国
―
か
ら
、
海
氷

に
乗
っ
て
津
軽
に
住
み
つ
い
て

い
た
。

」
と
い
う
古
記
録
が
あ

り
ま
す
。

「津
軽
に
ま
だ
人
が

住
ん
で
い
な
か
つ
た
頃
」
の
意

味
は
、
津
軽
に
最
初
に
足
を
踏

み
入
れ
た
民
族
だ
と
い
う
こ
と

と
、
ぼ
く
然
と
そ
の
時
代
と
を

示
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
阿

曽
部
族
と
い
う
先
住
の
民
が
津

軽
に
お
け
る
最
古
代
人
だ
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
受
容
せ

ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
そ

の
時
代
は
い
つ
頃
な
の
か
を
決

定
す
る
こ
と
は
な
か
な
′至Ｌ
難

な
業
で
す
。

黄
土
嵐
を
さ
け
移
動

そ
こ
で
、
眼
を
世
界
の
人
類

人
類
の
遠
い
先
祖
は
、
い
ろ
い

豊

島

勝

蔵

ろ
な
点
か
ら
カ
ス
ピ
海
附
近
に

群
生
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
前
に
お
話
し
ま
し
た
第
二

氷
期
が
過
ぎ
て
、
約
五
万
年
前

の
第
二
間
氷
期
の
温
暖
な
ピ
ー

ク
に
達
す
る
頃
に
、
こ
の
カ
ス

ピ
海
を
中
心
と
す
る
地
方
は
、

土
地
が
極
端
に
か
わ
き
、
大
湖

水
の
水
は
減
り
に
へ
り
、
つ
い

に
砂
ば
く
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
湖

の
底
に
た
ま
っ
て
い
た
黄
上
が
、

偏
西
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
て
、

い
わ
ゆ
る
黄
土
嵐
が
東
洋
の
大

地
を
覆

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
嵐
を
避
け
る
た
め
人
類
は

東
と
西
に
散
り
散
り
に
大
移
動

を
開
始
し
た
わ
け
で
す
。

つ
い

で
、
第
四
氷
期
も
第
四
間
永
期

に
向
か
う
に
つ
れ
て
、
再
び
、

宇
宙
を
黄
色
の
嵐
に
お
お
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
第

一
次
の
黄

土
風
を
避
け
て
各
地
に
移
動
し

て
生
活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
人

類
は
、
約

一
万
年
前
な
い
し
五

十
年
前
に
か
け
て
第
二
次
の
大

移
動
を
開
始
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
二
回

に
わ
た
る
人
類
移
動
の
い
ず
れ

か
に
、
津
軽
先
住
民
―
阿
曽
部

族
も
難
を
の
が
れ
て
、
転
々
と

移
動
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
す
。

一
万
年
前
に
津
軽

ヘ

古
記
録
の
内
容
か
ら
大
胆
に

い
い
ま
す
と
、
第

一
次
人
類
大

移
動
の
折
に
東

へ
東
へ
と
黄
土

嵐
を
逃
げ
ま
わ
り
、
沿
海
州
辺

に
安
住
の
地
を
求
め
、
獲
物
を

追

い
な
が
ら
諸
々
に
屯
し
た
生

活
を
続
け
て
来
た
民
族
で
、
第

四
氷
期
の
ピ
ー
ク
を
避
け
て
、

津
軽
に
渡

っ
て
来
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
年
代
を
、
約

一
万

年
前
に
求
め
る
の
が
妥
当
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
サ
ハ

ラ
と
は
漢
字
に
当
て
る
と
砂
原

と
書
く
が
、
意
味
は
ち
が
う
と

い
う
け
れ
ど
、
そ
の
意
味
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
が
果
て

な
き
大
国
と
い
う
意
味
だ
と
山

根
の
人
達
は
い
ま
だ
に
い
う
も
、

さ
だ
か
で
は
な
い
」
と
古
記
録

く
、
黄
土
嵐
の
こ
と
を

い
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま

つ
ぎ
に
、
移
住
し
て
来
た
経

路
は
と
い
い
ま
す
と
、

「海
水

に
乗

っ
て
」
の
文
中
か
ら
、
第

四
氷
期
の
海
退
に
よ
っ
て
大
陸

と
陸
続
き
に
な
っ
た
樺
太
を
通

り
、
北
海
道
に
渡
り
、
津
軽
海

峡
の
水
を
わ
た
っ
て
津
軽
に
住

み
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
寛
政
年

間

．
Ｌ
八
九
′

．
八
〇

．
）

■
物
称
言
及
び
通
弁

モ
ク
リ
カ
キ

（砕
土
）

ゲ

ン
ヤ

（
野
畑
）
　

ツ
メ

（市
場
）

ム
ジ
ナ

（狸
）

オ
ゴ
ウ

（

寺
参
り
）

ケ
グ
サ

（馬
卓
）

ゲ
ス

⌒肥
）
　

ゲ
ロ
ゴ
　
⌒蛙

子
）

ト
ツ
パ
レ

（終
り
）

ニ
ラ

⌒土
間
）

ヂ
ャ
コ
ト

リ

（魚
釣
り
）
　

マ
ダ
ギ

⌒狩

人
）

ミヽ
キ

（酒
）

ンヽ
グ
サ

⌒干
菜
）

イ
ガ
リ

⌒洪
水
）

ヤ
パ
ツ

⌒
き
た
な
い
）
　

ハ

ン
コ
ロ
シ

⌒ば
た
餅
）

・‘
フ

シ

⌒玄
関
）

パ

ッ
ケ

⌒
ふ
き

の
花
）
　

ヨ
ネ
ツ
パ
リ

（夜
仕

事
）

ホ
ラ
ア
ナ

（洞
窟
）

コ
ダ
ネ
マ
キ

⌒
ふ
ん
ど
し
）

ネ
ゲ

⌒
ね
ぎ
）
　

コ
マ
ル

（頭

を
下
げ
る
）
　

ム
ジ
ナ
ヒ

⌒音

を
し
庇
）
　

マ
シ
ゲ

（す
り
こ

本
）
　

ク
ニ
ア
ラ
シ

⌒敵
軍
）

ク
カ
シ

（わ
な
）

ヂ
ョ
パ
ゾ

⌒飯
び

つ
）
　

ケ
パ
ル

⌒労
々
）

ミ
ナ
ド
ア
ケ

（朝
）
　

モ
ウ
コ

（化
物
）

・五
ン
マ

（奇
術
）

オ
ヤ
ゲ

⌒富
む
家
）

村
史
資
料
編
上
巻
よ
り

東つ

日が

流ろ

弁冗

⑤

寛政 5年秋田孝季が山王日枝神社奉納の絵



あ
な
た
の
土
地
を
正
し
い
す
が
た
に

―
相
内
、
吉
野
地
区
の
地
籍
を
日
査
―

土
地
の

「国
勢
調
査
」
と
も
い
　
　
　
　
は
早
月
に
し
て
お
く
。

う
べ
き
地
籍
調
査
は
、
字
相
内
、　
　
　
④
測
量
技
師
が
ヤ
グ
ラ
を
た
て

字
吉
野
地
区
で
行
う
こ
と
に
な
り
　
　
　
　
た
り
、
道
ば
た
に
石
を
埋
め

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
杭

（
ク
イ
）
を
打
っ

担
当
の
建
設
課
で
は
、
準
備
を
　
　
　
　
た
り
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

す
す
め
、
近
く
現
地
調
査
に
は
い
　
　
　
　
基
準
点
測
量
の
骨
組
と
な
る

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
か
ら
こ
れ
ら
を
抜

み
な
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位
　
　
　
　
い
た
り
、
動
か
し
た
り
し
な

置
、
地
形
、
地
番
、
地
日
、
面
積
　
　
　
　
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
　
　
　
な
お
、
こ
の
調
査
で
土
地
の
権

か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協
力
ね
　
　
利
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
こ

が
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
で
の
土
地
台
帳
や
分
限
図
は
、

①
土
地
の
境
界
を
は
つ
き
り
決
　
　
明
治
時
代
に
測
量
し
た
も
の
で
す

め
る
た
め
に
、
隣
地
０
所
有
　
　
か
ら
、
現
地
と
一
致
し
な
い
所
も

者
と
よ
く
話
し
あ
い
を
し
て
　
　
た
く
さ
ん
あ
り
、
く
わ
し
い
調
査

お
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
正
し
い
姿
に
変
え
ら
れ
、

②
山
林
、
原
野
な
ど
の
境
界
は
　
　
み
な
さ
ん
の
土
地
の
面
積
の
変
更
、

刈
払
い
を
し
て
明
ら
か
に
し
　
　
分
合
筆
な
ど
を
代
位
登
記
に
よ
り

て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合

③
登
記
の
終

つ
て
い
な
い
も
の
　
　
も
あ
り
ま
す
。

広報しうら の

■E旧詳科金 田

無年金者にも最後のチャンス

―

鸞
マ

ー

一
時
の
思
い
違

い
や
、
経
済
上
の

都
合
な
ど
で
、
国

民
年
金
に
当
然
加

入
す
る
は
ず
な
の

に
、
今
ま
で
加
入

し
な
か
つ
た
人
に

最
後
の
加
入
の
チ

ャ
ン
ス
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
人
び
と
は
、

今
年
の
七
月

一
日

か
ら
、
昭
和
五
十

五
年
六
月
二
十
日

ま
で
の
二
年
間
に
加
入
の
手
続
き

を
済
ま
し
、
滞
納
し
て
い
た
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

滞
納
保
険
科
額
は
、　
一
カ
月
に

つ
き
四
、
○
○
○
円
の
割
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で
老
齢
年
金

の
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
申
出
の
で
き
る
人
は
、
明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

れ
の
当
然
加
入
す
る
は
ず
の
人
で

す
。
任
意
加
入
の
人
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は
、
今

す
ぐ
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ

念

Ｕ

一
　

桂

川

木

村

草

花

初
蝶
を
遠
断
機
下
り
し
時
あ
お
ぐ

こ
こ
に
来
て
高
ぶ
る
風
や
花
吹
雪

エ
プ
ロ
ン
を
は
ず
し
て
仰
ぐ
春
日
か
な

津
軽
富
士
映
り
し
小
川
の
水
温
む

う
ぐ
い
す
や
開
拓
坂
を
の
ぼ
る
時

（
閣
Ｗ
）
　
　
桂
　
川
　

木
　
村
　
テ
イ
子

押
売
り
を
追
っ
払
う
嫁
の
腕
の
よ
さ

百
性
は
そ
の
日
の
仕
事
空
で
決
め

社
交
家
と
い
わ
れ
て
陰
口
も
ま
た
い
わ
れ

催
促
も
で
き
ず
に
又
も
借
り
ら
れ
る

妻
の
留
守
泣
く
子
に
夫
百
面
相

■犬の管理は正しく

放 し飼いはやめましょう

時 によっては人 をかんだ り、庭口

>犬の放 し飼 いは絶対 にやめ る。

つ な ぐとか、お りに収容す ると

か口輪 をつ けるよ うにす る。

>犬小屋 のふ きんの衛生 に気 をつ

>飼 い犬がいらなくなったら捨て

ないで、保健所で引きとつても

>門戸など見やすい場所日0と 表

>犬が人をかんだ場合飼い主は、

すぐ保健所に届け出て指示をう

■事業所統計にご協力を

6月 15日 現在で実施

3年 に 1回 実施 され る「事業所

統計日査」 が 6月 15日 、全国一せ

これは、わが国の事業所の業種

や従業員数、営業状態 な どの実態

をつ かみ、国、都道府県、市町村

で行政、経済施策 を進め る上で基

礎 資料 となるものです。

このため、調査 は会社、工場 、

商店、学校 のほか、官公庁、病院、

国鉄や私鉄の駅、ホテル、旅館 か

ら神社、お寺にいたるまで、全国

すべ ての事業所 が対拿 にな ります。

調査 は「 甲■査」「 乙■査」「

丙調査」 に分 けて行 われ、甲・ 乙

調査 は都道府県知事 が選 んだ民間

の調査員 が当た り、丙目童 は口 や

地方公共 団体 が調査 します。



③ 広報しうら

相 続 と税 金

相
続
税
は
、
死
亡
し
た
人
の
財

産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
つ
て
も
ら

つ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。

相
続
税
０
■
■
は
、
遺
産
総
額

か
ら
非
課
税
財
産
や
債
務
、
葬
式

費
用
を
差
引
き
、
更
に
、
基
礎
控

除

（二
千
万
円
と
法
定
相
続
人

一

人
当
ヶ
四
百
万
円
の
合
計
額
）
を

差
引
い
た
残
り
の
課
税
遺
産
額
を

各
法
定
相
続
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
額
に
税
率
を
掛
け
て
税
額
を

算
出
し
ま
す
。

（例
）
　
法
定
相
続
人
が
妻
と

子
二
人
の
四
人
で
あ
る
と
き
は
、

基
礎
控
除
額
が
二
千
万
円
＋

（四

百
万
円
ｘ
四
人
）
１
三
千
六
百
万

円
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
味
の
遺

産
額
が
三
千
六
百
万
円
ま
で
で
あ

れ
ば
、
相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
相
続
人
が
死
亡
し
た
人

の
配
偶
者
の
場
合
は
、
も
ら
っ
た

財
産
が
、
正
味
の
遺
産
額
の
三
分

の
一
か
、
四
子
万
円
の
い
ず
れ
か

多
い
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
相
続
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

十
三

十
二
地
区
の
東
光
会

（工
藤
奉

座

・
代
表
工
藤
武
義
さ
ん
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
恵
れ
な
い
人
達
の
た
め

に
使
っ
て
下
さ
い
―
と
、
役
場
民

生
課
を
と
お
し
て
五
万
円
を
好
託

村
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

「

た
す
け
合
い
金
庫
」
に
組
み
入
れ
、

低
所
得
者
層
の
福
祉
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

東
光
会

工
菫
奉
座
で

十
三

・
東
光
会
は
宗
教
団
体
の

一
つ
で
す
が
、
十
二
の
地
が
興
国

二
年
■

、
三
四
一
）
の
大
津
波
で

十
万
人
を
越
え
る
死
者
を
出
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
に
限
る
み
魂

を
供
養
す
る
た
め
各
戸
を
め
ぐ
り
、

そ
の
時
に
寄
進
を
受
け
た
浄
財
の

中
か
ら
五
万
円
を
寄
託
し
た
も
の

で
す
。

役
場

の
人
事

異
動

▽
企
画
室
長

（企
画
係
長
）

葛
西
安
十
郎
▽
経
済
課
書
政
係
長

⌒教
委
係
長
）

安
保
隆
悦
▽
肉

用
牛
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

（

書
政
係
長
兼
務
を
解
く
）

下
沢

徳
三
▽
教
委
出
向

（脇
元
出
張
所
）

古
川
徹
▽
脇
元
出
張
所

（総
務

課
）

竹
谷
裕
治
▽
建
設
課

（経

済
課
）
　

一
戸
俊

一
▽
総
務
課

（

新
採
用
）

石
岡
芳
幸
▽
企
画
室

（新
採
用
）

鎌
田
和
広

た
す
け
合
い
金
庫
に
五
万
円

■交通事故相談

ぃ っ さい無料 です

日常茶飯事のょうに交通事故が
発生 しています|

ひとたび事故が起三ると、構害

者はもちろん、その拿族、時 lこ は

加害者も苦境に違いこまれます。

日本損害協会青森自動車保険請

RIE談 センタTでは、こうした交

通事故でお因りのかたたちのため

に、いつさい無料で自賠責保険、

任意保険等について相談に応じま

□ところ 青春市長島 2丁目10

-7ヤマウビル 8階 (自賠責

■査事務所となり)

:□相談時間 平日…午前 9時 か

ら午後 4時30分まで

□その他 お急 ぎの時や籠単な

相談は電話でも応 じます。

電話 (017つ  22-1025

■総合検診

6月 6日 から9日 まで

総合薇静 (結核、循凛薔)を下

記 によ り行 います。

結核にかかる人が少なくなつ

～とはいえ、老人性の結核が増えて

います。昭和52年度の本村の結槙

登録患者は25人、そのうち
‐
2人 ″

死亡しています。

また、アタリでたわれる人も多

成人病は早期発見早期治療が大

切です。進んで検静を受けましょ

う。

6T』
公民館縫尿ず品

61T公
暴館ぱ臭ポlf島撃)

畑センター渓課lVilち

(高校生は相小で実施します)

■胃の集団検診

申込みは6月 10日 まで

胃の集団検診 を次の 日程 によ り

希望者は 7∞円 をそえて 6月 10

日までに役場 または出張所へ 申込

■相内児童館

開館日が変りました

相内児童館 の開館 日が変 りま し

た。児童館 は これ まで土曜 日の午

後や視祭 日なども開館 していま し

変更 にな りま した。

O開館 日 月■ 日と祭 日は休館 、

その他 の躍 日は 日曜 も含 めて

開館 します。

O開館時間 午前 9時 か ら午後

5時 まで。

■十二地区の登記事務は

法務局小泊出張所に変更

十三地区の登記事務はこれまで

青春地方法務局全ホ出張所で行っ

てい ま したが、 4月 1日 か ら、小

泊出張所の管轄 (かつ)に 変更 さ

れ ま した。 お間違 いの ないよ うに



食
物
を
か
む
　
　
前
歯
で
食
物

を
か
み
切
り
、
奥
歯
で
す
り
つ
ぷ

し
、
唾
液
と
混
ぜ
合
せ
て
ド
ロ
ド

ロ
に
し
て
胃
へ
送
り
こ
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
食
物
の
消
化
吸
収
の
第

一
段
階
が
歯
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
わ
け
で
す
。

発
音
を
助
け
る
　
　
前
歯
が
抜

け
て
い
た
り
、
ス
キ
間
が
あ
っ
た

り
す
る
と
、
正
し
い
発
音
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
か
た
ち
を
整
え
る
　
　
か
む

と
い
う
動
作
で
ア
ゴ
の
形
が
整
え

歯
は
最
初
に
は
え
る
乳
歯
と
そ

の
後
の
永
久
歯
に
大
別
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
は
え
る
位
置
に
よ
っ
て
、

前
歯
、
自
由
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
形
は
異
な
り
ま
す
が
、

く歯のつくり〉

歯
は
か
ら
だ
の
重
要
な
器
官

歯
は
心
臓
や
胃
、
腸
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
か
ら
だ
の
重
要
な

器
官
と

一
つ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
な
ら
二
十
本
、
お
と
な
な
ら
二
十
八
本
～

三
十
二
本
と
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
本
ぐ
ら
い
な
く
て
も

…
と
、
つ
い
お
ろ
そ
か
に
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
歯
の

一
本
、

一
本
に
大
切
な
役
目
が
あ
り
、
全
部
そ
ろ
っ
て
、
は
じ
め
て
完
全

を
は
た
ら
き
が
で
き
ま
す
。

せ
ん
。
強
い
歯
と
弱
い
歯
の
別
れ

道
は
歯
の
形
成
期
に
あ
り
ま
す
。

―

蛇
尋

―

と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

細
菌
を
繁
殖
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
第

一
に
砂
糖
分
を
制
限
い
た

し
ま
す
子
供
に
お
や
つ
を
与
え
る

と
き
に
は
時
間
を
決
め
、
お
菓
子

ゃ
ジ

ュ
ー
ス
を
あ
ま
り
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

歯
を
み
が
く
と
き
に
は
、
フ
ッ

素
化
合
物
が
虫
歯
の
予
防
に
効
果

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
ｏ

利
用
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
の
溶
液

を
塗
る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
歯

科
医
か
歯
科
衛
生
士
に
し
て
も
ら

も
う

一
つ
は
、
フ
ッ
素
化
合
物

で
歯
を
洗
う
方
法
で
す
。
こ
の
場

合
は
薬
局
等
で
フ
ッ
素
化
合
物
を

買
う
と
き
に
、
使
用
方
法
を
よ
く

聞

い
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
を
文
夫
に
す
る
に
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
や
リ
ン

（イ
ワ
シ
の
九
千

し
、
ひ
じ
き
、
チ
ー
ズ
な
ど
）
の

ほ
か
に
、
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質

（

豆
腐
、
ア
ジ
な
ど
）
や
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ

（
ほ
う
れ
ん
草
、

ミ
ヵ
ン
、
パ
タ
ー
な
ど
）
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
食
べ
る
よ

食
べ
る
と
き
は
よ
く
か
む
こ
と

も
大
切
で
す
。
よ
く
か
む
と
、
消

化
を
助
け
て
栄
養
分
を
よ
く
吸
収

し
ま
す
。

（十
三
小
・鎌
田
愛
子
養
護
教
諭
）

口″「お誕生

三
浦
和
佳
子
　
（相
内
）
俊
　
一

本
村

・^
仁
　
⌒太
田
）
　

博

小
野
千
賀
子
　
（磯
松
）
光
　
盛

秋
田
谷
さ
ゆ
り

⌒相
内
）
長

一
郎

安
保
　
寛
子
　
（相
内
）
隆
　
悦

山
崎
　
桂
子
　
（今
泉
）
六
　
彦

松
橋
あ
ゆ
み
　
（十
三
）
英
　
俊

木
村
　
春
香
　
⌒十
三
）
由
　
雄

後
藤
　
剛
志
　
（磯
松
）
昭
　
治

佐
藤
　
雄
治
　
⌒相
内
）
二
　
郎

三
浦
由
記
子
　
（相
内
）
益
　
雄

ａ

■

ｕ

木
村
　
一
郎
　
（十
　
一一じ

４８
歳

三
和
　
栄

一　
　
⌒相
　
内
）
９．
歳

つ
く
り

（構
造
）
は
同
じ
で
す
。

外
側
か
ら
硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
、

痛
み
を
感
じ
る
繊
維
が
あ
る
象
牙

質
、
普
通

「
歯
の
神
経
」
と
呼
ば

れ
る
知
い
る
知
党
や
栄
養
を

つ
か

さ
ど
る
歯
髄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
歯
の
根
は
セ
メ
ン
ト
質

で
お
お
わ
れ
、
ま
た
、
歯
の
根
と

骨
と
の
間
に
は
歯
根
膜
が
あ
っ
て
、

強
く
か
ん
だ
時
ア
ゴ
に
街
撃
が
い

か
な
い
よ
う
防
い
で
い
ま
す
。

こ
の
歯
は

一
度
で
き
て
し
ま
う

と
つ
く
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

食
生
活
が
変
わ
っ
た
た
め
か
、

最
近
の
子
供
は
、
昔
と
く
ら
べ
て

虫
歯
に
か
か
る
率
が
高
く
な
っ
て

虫
歯
は
、
細
菌
と
歯
質
、
食
物

の
二

つ
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
虫

歯
の
予
防
に
は
、
こ
の
二

つ
の
こ

佐
藤
蔵
太
郎
氏

完
村
こ

死
去

今
月
初

め
か
ら
入

院
加
療
中

で
し
た
が
、

十
七
日
午

前
十
時
五

分
、
公
立
金
ホ
病
院
で
脳
血
せ
ん

の
た
め
死
去
し
ま
し
た
。

八
十
六
歳
。

佐
藤
さ
ん
は
明
治
四
十
年
二
月

県
立
第
四
中
学
校

（木
造
高
の
前

身
）
を
事
業
後
、
相
内
営
林
署
主

事
、
相
内
郵
便
局
長
を

つ
と
め
た

あ
と
、
大
正
四
年
か
ら
相
内
村
収

入
役

一
期
、
同
七
年
か
ら
助
役
三

期
、
昭
和
十
七
年
か
ら
村
長

一
期

を
歴
任
。

ま
た
、
三
村
合
後
の
昭
和
三
十

年
、
初
代
市
浦
村
長
と
な
り
、
二

期

つ
と
め
る
な
ど
文
字
ど
お
り
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

鳴 櫛
海 引

『
じ 霙苑

（脇
元
）
忠

（相
内
）
行

ご
結
婚

佐
藤
　
　
司
　
（相

秋
澤
佐
千
子
　
⌒東

成
田
　
裕
幸
　
（相

福
田
　
京
子
　
⌒五

三
和
　
金
春
　
⌒相

三
和
　
敬
子
　
⌒相

三
上
　
義
文
　
⌒脇

安
保
美
知
子
　

⌒相

土
井
　
良
美
　
（秋

吉
崎
智
具
子
　
⌒磯

秋 雄

松 田 内 元 内 内 戸 内 京 内


